
❿広報薩摩川内　2011.12.102011.12.10　広報さつませんだい⓫

　

樋
脇
地
域
で
は
、
読
書
活
動
を
通
し
て
心
豊
か
で

幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に

「
樋
脇
地
域
読
書

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
結
成
し
て
い
ま

す
。
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
地
域

の
各
小
・
中
学
校

関
係
者
や
読
書
グ

ル
ー
プ
、
樋
脇
分

館
な
ど
、
読
書
に

関
連
す
る
団
体
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、

お
は
な
し
フ
ェ
ス

タ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
樋
脇
分
館
と
各
小
・
中
学
校
図
書
館
が

連
携
し
な
が
ら

一
年
間
に
読
ま

れ
た
本
の
種
別

や
冊
数
な
ど
を

集
計
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
も

と
に
、
読
書
活

動
の
推
進
状
況

の
分
析
を
行
い
、

次
年
度
の
活
動

に
役
立
て
る
な

ど
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
読
書

推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▲樋脇地域読書ネットワークの皆さん ▲おはなしフェスタの様子
School

魅力いっぱい！私の学校

V　Ｏ　Ｉ　Ｃ　Ｅ

藤
川
小
学
校

創
立
１
３
１
年　

校
訓「
き
よ
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」

　本校は、創立 131 年の歴史と伝統があります。豊かな自然と地
域の温かい人情に包まれ、藤川天神様にも見守られながら、児童
は伸びやかにすくすくと育っています。このような藤川のよさを
十分に生かしながら、皆で｢花いっぱい　笑顔いっぱい　藤川小｣
を目指して頑張っています。

藤川小学校

　

本
校
は
市
の
北
部
に
位
置
し
、

校
区
内
に
は「
臥が
り
ゅ
う
ば
い

竜
梅
」で
有
名

な
藤
川
天
神
が
あ
り
、
学
問
の
神

様
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
周
囲
に
は
田
園
地

帯
が
広
が
り
、
イ
チ
ゴ
栽
培
も
盛

ん
で
す
。

　

全
校
児
童
は
13
人
と
少
な
い
で

す
が
、
皆
は
つ
ら
つ
と
し
て
、
個

性
豊
か
に
す
く
す
く
と
育
っ
て
い

ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
践
】

　

本
校
で
は
、
少
人
数
の
利
点
を

生
か
し
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
藤
川
の

よ
さ
を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

体
験
活
動
を
数
多
く
行
い
、
児
童

の
豊
か
な
心
身
の
育
成
を
図
っ
て

い
ま
す
。

①
藤
川
太
鼓

　

学
校
の
大
き
な
自
慢
の
一
つ
が

藤
川
太
鼓
で
す
。
学
習
発
表
会
や

樋
脇
・
東
郷
地
域
な
か
よ
し
音
楽

会
で
は
必
ず
披
露
し
て
い
ま
す
。

②
一
輪
車

　

一
年
生
を
含
め
た
全
児
童
が
、

一
輪
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
毎

年
運
動
会
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
一
輪
車
競
技
大
会
や

南
さ
つ
ま
市
の
競
技
大
会
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

③
カ
ヌ
ー
学
習

　

学
校
近
く
の
田
海
川
で
川
遊
び

を
兼
ね
て
カ
ヌ
ー
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
藤
川
の
自
然
の
豊
か
さ

を
満
喫
で
き
る
体
験
学
習
で
す
。

④
観
梅
会（
梅
の
俳
句
発
表
）

　

毎
年
２
月
の
梅
の
季
節
に
、
藤

川
天
神
で
観
梅
会
を
行
い
、
梅
の

俳
句
を
発
表
し
ま
す
。
昨
年
度
は

そ
の
様
子
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
、

Ｋ
Ｔ
Ｓ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
も

放
映
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑤
藤
川
郷
土
カ
ル
タ
大
会

　

何
年
も
前
か
ら
児
童
た
ち
が
藤

川
の
自
然
や
風
景
を
描
い
て
作
っ

て
き
た
カ
ル
タ
が
今
も
受
け
継
が

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
使
い
、
毎

年
カ
ル
タ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
カ
ル
タ
を
全
て
暗
唱
す
る

こ
と
で
、
児
童
の
心
に
は
故
郷
の

豊
か
な
原
風
景
が
自
然
と
刻
み
込

ま
れ
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
藤
川
小

成
なり

田
た

　博
ひろし

 校長

川内

東郷

樋脇 入来

里
上甑

鹿島

下甑 祁答院

藤川小学校

【藤川太鼓】　なかよし音楽会での堂々とした太鼓演奏

【一輪車】　運動会でも
軽快な演技を披露

【カヌー学習】　川遊びも
できて、大はしゃぎ！

【観梅会】　すばらしい梅の
俳句がいっぱい

【郷土カルタ大会】　目当て
のカルタはどこだ？

行こうよ！図書館へ

今月は
樋脇分館から

の

おすすめ !!

中央図書館　　　　 （22）3542
樋脇分館　　　　　 （38）0009
入来分館　　　　　 （44）3111
東郷分館　　　　　 （42）0053
祁答院分館　　　　 （21）8755
里分館　　　　　　 （3）2958
上甑分館　　 　　　（2）0001
下甑分館　　　　　 （7）0311
鹿島分館　　　　　 （4）2211

−�問合先�−

子どもと一緒に
読書の日

【
時
】＝
12
月
26
日（
月
）・
27
日（
火
）

▼
午
前
＝
10
時
か
ら

▼
午
後
＝
14
時
か
ら

【
所
】＝
中
央
図
書
館
３
階　

研
修
室

【
内
容
】＝
子
ど
も
向
け
映
画
の
上
映

▼
26
日（
月
）

　

午
前
＝
①
に
ゃ
ー
ご

　
　
　
　

②
星
の
王
子
さ
ま

　

午
後
＝
①
鬼
の
子
と
ゆ
き
う
さ
ぎ

　
　
　
　

②
ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星

▼
27
日（
火
）

　

午
前
＝
①
ま
ん
が
日
本
む
か
し
ば
な
し

　
　
　
　

②�

き
ょ
う
は
な
ん
て
う
ん
が
い

い
ん
だ
ろ
う

　

午
後
＝
①
ね
こ
ざ
か
な

　
　
　
　

②
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝

【
対
象
】＝
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

【
定
員
】＝
先
着
30
人

【
入
場
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
内
）

冬
休
み
こ
ど
も
映
画
会

本を読んで
　　　　心を豊かに

自炊男子
佐藤 剛史　著

（現代書林）

はとの神様
関口 尚　著
（集英社）

ねずみのふわふわけいと
かさい まり　文・絵　　　　　　　 

（教育画劇）

一 般 書

　あるごく普通の大学生が、一人暮ら
しを始めたが、食事は学食とコンビニ
で適当に済ませる日々。しかし、ある
女の子との出会いをきっかけに自炊に
目覚め…。

　辛い日々を過ごしていた小学５年
生のみなとは、クラスの物知り博士
の悟と偶然つかまえた迷子のレース
鳩を、飼い主のもとに届けに行き…。

　冬が近づき、森の動物たちの所
に毛糸屋さんがやって来ました。
初めての雪の日「ぼくもけいとほし
いな」一人ぼっちのネズミは…。心
が和む冬の出来事。

児 童 書

みてても、いい？
礒 みゆき　作

はた こうしろう　絵
（ポプラ社）

　いつも一人で行動しているキツネ
は、ある時、自分を見つめるウサギ
の存在に気付きます。初めは邪魔くさ
いと思っていましたが…。

地
域
一
体
と
な
っ
た

読
書
推
進
の
取
り
組
み

毎
月 日は




